
◎
古
田
安
典
（
仙
石
原
）

◎
倉
橋

啓
（
湯

本
）

◎
勝
俣

徹
（
仙
石
原
）

永
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
績

◎
勝
又

實
（
箱

根
）

永
年
に
わ
た
り
町
職
員
な
ら
び
に

収
入
役
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績

昨
年
、
広
島
県
や
栃
木
県
で
、
児

童
が
殺
害
さ
れ
る
大
変
痛
ま
し
い
事

件
が
、
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

町
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
過
去
に

小
・
中
学
生
が
不
審
者
に
声
を
掛
け

ら
れ
た
り
、
車
の
中
に
引
き
ず
り
込

ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
事
件
が

発
生
し
て
お
り
、
地
域
の
青
少
年
育

成
会
や
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
地

域
の
教
育
力
の
低
下
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、『
地
域
の
子
ど
も
は
、

地
域
で
守
り
育
て
る
』
と
い
う
視
点

に
た
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
動
向
や

健
や
か
に
育
む
環
境
づ
く
り
に
、
注

意
や
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�
大
人
か
ら
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
や

声
掛
け
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
と
の
対
話
を
心
が
け
る
。

�
子
ど
も
た
ち
の
登
校
・
下
校
時
間

帯
に
あ
わ
せ
て
買
い
物
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
犬
の
散
歩
な
ど
を
行
う

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活

動
を
行
う
。

�
危
険
な
場
所
や
人
の
目
に
つ
き
に

く
い
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
に
は
注
意
を
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
関
心
を
払

う
。

�
日
ご
ろ
、
見
か
け
な
い
不
審
車
両

が
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、
近
隣
の

人
た
ち
と
様
子
を
見
る
な
ど
、
防

犯
意
識
を
高
め
る
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
か
ら
の

心
が
け
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
９
日
〈
成
人
の
日
〉、
ホ
テ

ル
小
涌
園
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

箱
根
町
で
は
、
２
１
５
人
が
晴
れ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
、
新
し
い

第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山
口
町
長
、
結
城
教

育
委
員
会
委
員
長
か
ら
お
祝
い
と
励

ま
し
の
言
葉
が
、
ま
た
、
来
賓
を
代

表
し
て
、
勝
俣
清
春
議
会
議
長
か
ら

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

須
雲
川
の
野
沢
隼
さ
ん
か
ら
、「
大
人

に
な
る
日
」
と
題
し
て
、
成
人
と
な

っ
た
抱
負
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
成
人
式
実
行
委
員

会
の
企
画
・
運
営
で
『3

P
E
A
C
E

「
希
望
」「
友
」「G

et

」』
と
題
し
た

交
流
会
が
、
実
行
委
員
の
元
気
な

「
乾
杯
」
の
か
け
声
に
合
わ
せ
て
始

ま
り
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級

生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
た
恩
師
や
来
賓
の
方
々
、

町
の
関
係
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
大

変
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
山
口
町
長
な
ど
か

ら
「
は
な
む
け
の
こ
と
ば
」
が
新
成

人
に
贈
ら
れ
た
ほ
か
、『
大
抽
選

会
』
が
行
わ
れ
、
当
選
者
か
ら
は
、

二
十
歳
に
な
っ
て
の
感
想
や
将
来
の

夢
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
道
を
歩
ん
で
い

る
同
級
生
が
一
堂
に
会
し
、
思
い
出

話
や
近
況
報
告
な
ど
に
花
を
咲
か
せ

る
と
と
も
に
、
将
来
の
夢
を
語
り
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
町
消
防
出
初
式
が
、

１
月
１２
日
�
に
湯
本
小
学
校
校
庭
に

お
い
て
、
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消

防
団
、
私
設
消
防
隊
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
消
防
隊
１６
隊
の
力
強
い

分
列
行
進
で
幕
を
開
け
、
永
年
に
わ

た
り
町
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た

優
良
消
防
団
員
な
ど
１
０
３
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
山
口
町
長

か
ら
「
町
民
や
観
光
客
の
尊
い
生
命

と
貴
重
な
財
産
を
火
災
や
災
害
か
ら

守
り
、
町
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

る
よ
う
更
に
訓
練
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
の
激
励
が
あ
り
、
ま
た
、
勝

俣
清
春
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
こ

と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
湯
本
幼
稚
園
、
箱
根
幼

稚
園
、
二
ノ
平
保
育
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
は
っ
ぴ
を
着

て
、「
火
の
用
心
の
歌
」
を
元
気
い

っ
ぱ
い
に
歌
っ
て
踊
り
、
続
い
て
ホ

テ
ル
南
風
荘
私
設
消
防
隊
が
規
律
と

節
度
の
と
れ
た
消
火
訓
練
を
披
露
し

た
後
、
消
防
署
に
よ
る
鉄
道
事
故
救

出
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
消
防
車
両
１３
台
に
よ

る
湯
本
大
橋
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
の
後
、

早
川
で
の
一
斉
放
水
が
華
や
か
に
行

わ
れ
て
新
春
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。〔
順
不
同
敬
称
略
〕

〔
町
長
表
彰
〕

▼
優
良
表
彰

石
川
一
郎
（
畑
宿
）、

栗
原
宏
臣
（
仙
石
原
）

▼
永
年
勤
続
表
彰

◎
３０
年
勤
続

杉
本
博
（
箱
根
）

◎
２０
年
勤
続

小
川
義
一
（
湯
本
）、

松
本
司（
須
雲
川
）、石
川
八
十
彦（
畑

宿
）、
安
藤
勇
次
（
大
平
台
）、
小
山

義
幸（
小
涌
谷
）、
柳
川
仁
志
（
小
涌

谷
）、
勝
俣
眞
和
（
強
羅
）、
神
山
久

（
仙
石
原
）、
勝
又
宏
明
（
仙
石
原
）

◎
１０
年
勤
続

福
住
治
彦
（
湯
本
）、

梅
原
徹
（
湯
本
）、
大
沼
雄
二
（
湯

本
）、
野
頼
正
（
小
涌
谷
）、
勝
又

威
（
仙
石
原
）
、
福
井
成
人
（
箱
根
）、

古
谷
英
司
（
箱
根
）

〔
県
知
事
表
彰
〕

▼
永
年
勤
続
２０
年
優
良
消
防
団
員
表

彰

小
川
学（
湯
本
）、勝
俣
一
裕（
仙

石
原
）、
安
藤
守（
大
平
台
）、
高
梨

五
十
六
（
元
箱
根
）
、
小
林
穂
積
（
宮

城
野
）、
勝
俣
信
行（
仙
石
原
）、
勝

俣
亘（
仙
石
原
）、
渡
辺
之
生（
湯
本

茶
屋
）、
小
林
一
規（
宮
ノ
下
）、
金

子
幸
弘
（
宮
ノ
下
）
、
樋
口
吉
一
（
二

ノ
平
）、
勝
俣
晃（
二
ノ
平
）、
川
辺

海
人（
芦
之
湯
）、
中
里
健
次（
箱
根
）

〔
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
〕

▼
優
良
表
彰

小
川
学
（
湯
本
）、

細
川
孝
（
大
平
台
）
、
纐
纈
利
博
（
宮

ノ
下
）、
中
村
克
明
（
二
ノ
平
）、

栗
原
宏
臣
（
仙
石
原
）、
勝
俣
一
裕

（
仙
石
原
）
、
渡
辺
義
文
（
元
箱
根
）

▼
永
年
勤
続
表
彰

３０
年
、
２０
年
、
１０
年
の
各
勤
続
表

彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
長
表
彰
と
同
じ

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
２５
年
勤
続

小
川
晴
也
（
塔
之

沢
）、
大
川
晴
巳
（
湯
本
）、
細
川

信
博
（
大
平
台
）、
金
子
弘
恭
（
宮

ノ
下
）、
田
代
忠
世
（
宮
ノ
下
）、

勝
俣
初
夫
（
宮
城
野
）、
宮
沢
由
久

（
強
羅
）、
小
野
沢
力
（
強
羅
）、
勝

俣
貞
晴
（
仙
石
原
）
、
野
中
正
行
（
仙

石
原
）、
松
井
猛
（
箱
根
）

◎
１５
年
表
彰

和
泉
智
光
（
湯
本
）、

水
田
和
彦
（
湯
本
）
、
片
岡
一
浩
（
湯

本
）、
安
藤
栄
一
（
大
平
台
）、
要

田
清
（
大
平
台
）、
石
井
修
（
宮
ノ

下
）、
宮
沢
宏
行
（
小
涌
谷
）、
勝

俣
正
信
（
宮
城
野
）
、
井
上
雄
彦
（
宮

城
野
）、
勝
俣
賢
治
（
仙
石
原
）、

浅
井
秀
樹
（
箱
根
）

〔
消
防
団
長
表
彰
〕

▼
優
良
団
員
表
彰

田
村
守
（
塔
之

沢
）、
長
谷
川
敬（
湯
本
）、
宍
野
純

也
（
湯
本
）
、
山
田
広
樹
（
須
雲
川
）、

銀
山
健
生
（
畑
宿
）
、
青
木
勝
弘
（
大

平
台
）、
米
満
方
敏（
大
平
台
）、
若

林
光
成
（
大
平
台
）
、
太
田
明
宏
（
宮

ノ
下
）、
瀧
口
幸
三（
小
涌
谷
）、
坂

本
明
穂（
宮
城
野
）、川
田
伊
久
雄（
宮

城
野
）、
岩
瀬
浩
司（
強
羅
）、
小
宮

山
康
右（
強
羅
）、
服
部
昌
仁（
強
羅
）、

中
村
岳
史
（
二
ノ
平
）
、
勝
俣
暁
（
仙

石
原
）、
古
田
一
博（
仙
石
原
）、
馬

場
貴
士（
仙
石
原
）、
横
山
正
秀（
元

箱
根
）、
工
藤
徳
行（
元
箱
根
）、
遠

山
和
憲
（
元
箱
根
）
、
渡
辺
嘉
弘
（
箱

根
）、
福
井
達
也
（
箱
根
）

箱
根
町
賀
詞
交
換
会
が
１
月
６
日
ホ
テ
ル
小
涌
園
で
、
約

３
３
０
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
賀
詞
交
換
会
に
先
立
ち
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く

平
成
１７
年
度
自
治
功
労
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
今
回
で
４３
回
を
数
え
、
町
政
の
推
進
と
公

共
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い
る
も

の
で
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
功
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

功
労
表
彰

【
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

２３

温泉地区では有志の方が「地域見回りパトロール」を
実施し児童の登下校などを見守る活動を行っています。

照会先 教育委員会生涯学習課
�５－７６０１

広報はこね ２００６.February
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賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
披
露

写真左から、勝俣 徹さん、古田安典さん、山口町長、勝俣清春議長、
倉橋 啓さん、勝又 實さん

商工従業員表彰式
商工従業員表彰式を次の

とおり行います。
日時 ２月２４日�

９時４０分～
場所 仙石原文化センター
照会先 産業施設課

�５－９５６８
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〜
新
た
な
る
門
出
を
お
祝
い
し
て
〜

消
防
隊
の
勇
姿
を
披
露
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